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  そもそもソ連が消滅して、1992年に新生ロシア連邦政府がアパー トの居住者に対して、面積に関係なくその
まま住んでいるアパー トを与えるという政策を打ち出したことがモスクワにおける不動産市場の始まりである。
筆者自身お世話になったベアトリックス社は1993年に設立されている。 


































  とくに南側のレー ニンスキー 大通り方面には1990年代から建築の時点から外国人を対象としている物件が現
れている。その代表的なものの一つがレー ニンスキー 大通り113番地に位置するパー クプレイスである。 
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家賃の状況 
  住宅に関する新聞広告を見ると、アパー トはまず部屋数で区分されている。モスクワでは台所を含めて何部
屋と表示する。したがって、3部屋と表示されている場合、2DKぐらいの物件であるということになる。 
  しかし、筆者がベアトリックス社の出している広告を見る限り、家賃を決定している最大の要因は部屋の数




  では、家賃の地域差はどうだろうか。筆者はベアトリックス社が5 月にインター ネット上に出していた広告
から、市内中心部で比較的物件の多いトヴェルスカヤ地区とチストゥエトプルディ・キタイゴラド地区と西部



















1,000 45.0 53.0 59.0 51.0 54.3 
1,500 58.0 58.9 57.8 65.7 61.4 
2,000 68.3 67.8 70.7 84.6 71.0 
2,500 77.9 91.3 78.0 83.4 81.8 
3,000 100.3 92.3 84.9 100.4 92.2 
3,500 91.1 94.3 81.1 112.8 96.3 
4,000 111.1 110.6 92.3 125.0 112.0 
4,500 113.7 128.3 115.0 106.0 116.7 
5,000 132.0 125.5 105.0 124.5 124.7 
5,500 132.0 144.7 170.0 - 148.9 
6,000 139.7 148.3 240.0 131.0 146.2 
6,500 135.0 120.5 - - 125.3 
7,000 124.0 200.0 140.0 - 152.0 
7,500 165.0 - 160.0 - 162.5 
出所)ベアトリックス社HPに2005年5月20日接近、計算は筆者による。 
 




  なお、モスクワでは家賃にガスおよび水道代が含まれるのが普通である。実際、水道とガスにはメー ター が
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